






























































































する教材は，「勉強」（巻 9第 7課）などの学問奨励の教材，「マキワリ」（巻 4第 7課）などの労働奨
励の教材，「保己一」（巻 8第 18課）などの学問奨励と出世を兼ね備えた教材の三つから構成される。
表 2．1901－1922年（前期）に出版された『台湾人』用の国語教科書
実際の教科書名 本稿における略称 出版責任者 巻数 出版年 使用年
『台湾教科用書国民読本』 『漢人一期国語』 台湾総督府（文教局） 12 1901–03 1901–14
『公学校用国民読本』 『漢人二期国語』 台湾総督府（文教局） 12 1913–14 1913–27






教材の充実も著しく，具体的には「センタク」（巻 4第 16課）や「阿片」（巻 8第 16課）や「人体」（巻
9第 12課）などが教授されている。その他，「家庭・社会」に関する教材の充実も著しく，「家政」（巻





















































関する教材も充実しているが，「南洋だより」（巻 10第 4課）や「満州国」（巻 10第 19課）などのよ
表 3．1930年代（中期）を中心に使用された『台湾人』用の国語教科書
実際の教科書名 本稿における略称 出版責任者 巻数 出版年 使用年
『公学校国語読本』 『漢人三期国語』 台湾総督府（文教局） 12 1923–26 1923–42
『公学校国語読本第一種』 『漢人四期国語』 台湾総督府（文教局） 12 1937–42 1937–44
『公学校国語読本第二種』 『平埔国語』 台湾総督府（文教局） 12 1930–32 1930–44





























実際の教科書名 本稿における略称 出版責任者 巻数 出版年 使用年
『コクゴ』1–2，『こくご』3–4
『初等科国語』1–8（註1）
『統一五期国語』 台湾総督府（文教局） 12 1942–44 1942–45






















資料 1．「君が代少年」（『統一五期国語』巻 7第 6課の筆者要約）





















































































































































　⒁ 「呉鳳」は，『漢人二期国語』巻 11第 24課，『漢人三期国語』巻 8第 25課，『漢人四期国語』巻 8第 18課
に確認できる。また，国語教科書の他に「漢人」用の『公学校修身書』巻 4（台湾総督府，1914年）の第 4
課「仁義」など歴代の修身教科書にも確認できる。
　⒂ 「鄭成功」は，その他に『漢人一期国語』巻 10第 13課，『漢人二期国語』巻 10第 7課，『漢人三期国語』
巻 9第 23課，『漢人四期国語』巻 9第 24課に確認できる。
74 台湾総督府版初等教育年間国語教科書の基礎的研究（日下部）
　⒃ ただし，「平埔族」用の『公学校用日本歴史』下巻（台湾総督府，1934年，10頁）に鄭成功に関する記載
を確認でき，「漢人」用の『公学校用日本歴史』下巻（台湾総督府，1923年，32頁）と同様の記載がなされ
ている。歴史の教授対象となる「平埔族」の五・六年生は，学校数から見ても半分に過ぎず（『台湾教育沿革
誌』台湾教育会，1939年，480頁），これらの学生に対しては「漢人」に近い扱いをされていたことが背景に
あると考えられる。「平埔族」の特別扱いとしては，1922年の台湾教育令以降の「漢人」と「平埔族」の名
目上の学校統一によって近接した両者の関係も背景にあろう。また，これら歴史教科書における鄭成功は，
イスパニヤ人を追い払って三代 20年間の台湾支配を樹立した鄭氏の初代として紹介されている。鄭成功だけ
ではなく，西郷従道の征台の役による「原住民」批判もはっきりと両者の歴史教科書に記載されているため，
日本が考える歴史事実と国語教材の性質に差があったことも要因として挙げられよう。なお，「高砂族」の学
校（教育所）は，1943年の教育所ニ於ケル教育標準改正まで四年制または三年制であり，五・六年生が教授
対象学年である歴史は教授されてこなかった。
